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自
主
財
源

義
務
的
経
費

投
資
的

経　

費

そ
の
他
の
経
費

依
存
財
源

歳入
630億3,667万円 歳出

609億3,742万円

市　税
273億6,324万円

繰越金
16億7,222万円

繰入金
28億8,874万円

その他
43億6,272万円

国・県支出金
131億5,915万円

市　債
85億1,010万円

地方交付税
17億6,192万円

譲与税・
各種交付金
33億1,858万円

人件費
109億172万円

扶助費
128億2,238万円

公債費
58億2,752万円

普通建設事業費
138億2,426万円
災害復旧事業費

101万円

物件費
92億5,559万円
繰出金
45億6,316万円
補助費等
26億307万円

積立金
445万円

その他
11億3,426万円

11
月
25
日
、
防
災
無
線
で
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
情
報
を
、確
実
に
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
た
め
、

11
月
25
日
㈬
午
前
11
時
頃
に
防
災
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
の
あ
と
に
、「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
」
と
３

回
繰
り
返
し
、「
こ
ち
ら
は
、
防
災
や
ち
よ
で
す
」
と
放
送
し
、
最
後
に
防
災

無
線
チ
ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す
。
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
試
験
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
総
合
防
災
課
）

知
っ
て
得
す
る
「
成
年
後
見
制
度
」
講
演
会

　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
講
演
会
と
司
法
書
士
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
行

い
ま
す
。
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
対
象
。
講
演
会
は
先
着
１
２
０
人
、
個
別
相

談
会
は
先
着
10
人
。

　
▼
日
時　
12
月
15
日
㈫
午
後
２
時
か
ら　
▼
場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー　
▼
申

し
込
み　
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
係
（
４
８
３
）３
０

２
１
へ 

（
福
祉
総
合
相
談
室
）

広
報
や
ち
よ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

　
広
報
や
ち
よ
は
、
新
聞
（
毎
日
、
朝
日
、
読
売
、
産
経
、
東
京
、
日
本
経
済
、

千
葉
日
報
）
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
で
右
記
の
新
聞

を
購
読
し
て
い
な
い
人
に
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
封
筒
に
入
れ
ず
に

広
報
紙
を
郵
便
受
け
な
ど
に
入
れ
ま
す
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
広

報
広
聴
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
広
報
広
聴
課
）

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業

施
設
照
明
料
徴
収
の
説
明
会
開
催

害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
は
、

市
か
ら
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
結
成
の
相
談
な
ど
、
詳

し
く
は
総
合
防
災
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民税、固定資産
税、都市計画税、
市たばこ税、軽自
動車税、入湯税

特別会計や基金か
らの繰入れ

分担金及び負担
金、使用料及び手
数料など

公益性のある特定
事業に対して交付

国税５税（所得税・
法人税・酒税・消
費税・たばこ税）
の一定割合を原資
として交付

地方譲与税、地方
消費税交付金など

一般会計市の会計は３種類
　市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業
会計の３つに分かれています。26年度に市全体
で使ったお金は合計で1,034億9,460万円です。

借入金の残高は前年度比
6.2％増の564億 1,746万円
　道路や学校、公園などの施設は、建設する年
だけでなく、次の世代の市民にも使われます。
そのため、借入金として市債を発行し国や銀行
などから借金をすることで公共施設を建設する
ときの市民だけが建設費を負担するのではなく、
将来にわたって負担を分割し、借金を返済して
いくことで、世代間の公平を図っています。
　借入金の残高は、前年度に比べ33億608万円
（6.2パーセント）増の564億1,746万円となりま
した。一人当たりに換算すると29万157円の借金
があることになり、前年度に比べ１万5,441円増
えました。

26年度の実質収支額は
19億 2,037万円の黒字に
　26年度一般会計の決算額を見ると、歳入は前
年度比13.4パーセント増の630億3,667万円と
なりました。歳出は、前年度比15.4パーセント
増の609億3,742万円となりました。歳入と歳出
の差引は、20億9,925万円となり、翌年度に繰
り越した事業に充てる財源1億7,888万円を除く、
実質収支額は19億2,037万円の黒字となりました。
　このうち、地方財政法の規定により、２分の
１を超える９億7,000万円を年度間の財源不均
衡の調整や災害に備えるために設置している財
政調整基金に編入しました。26年度決算の特徴
としては、中央図書館等整備事業、焼却炉施設
基幹的設備改良事業、学校耐震化に係る小学校
施設整備事業・中学校施設整備事業による普通
建設事業費の増加などが挙げられます。
　なお、財政調整基金と、特定目的のために設
置している基金を合わせた残高は、前年度に比
べ51.3パーセント減の15億5,388万円（財政調
整基金は11億3,320万円）となりました。

一人当たりの市税と支出額
　歳入の43.4パーセントを占める市税は、一人
当たりに換算すると14万730円で、前年度に比べ
1,149円増えました。一般会計歳出総額から見た
一人当たりの支出額は31万3,402円で、前年度に
比べ４万248円増えました。※金額は26年３月
31日及び27年３月31日現在の人口で比較。

歳出総額は1,034億9,460万円

特別会計
305億7,119万円

一般会計
609億3,742万円

公営企業会計
119億8,599万円

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

市
民
文
化
祭
11
月
下
旬
の
日
程
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

行
事

日
時

場
所

箏こ
と

・
三さ

ん
げ
ん絃
・
尺
八
に
よ
る

三
曲
演
奏
会

11
月
22
日
㈰
11
時
〜
16
時

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

謡
曲
大
会

11
月
23
日
㈷
10
時
〜
16
時

勝
田
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

ふ
る
さ
と
の
歴
史
展

〜
吉
橋
の
今
昔
物
語
・
そ

の
Ⅱ
〜

11
月
28
日
㈯
13
時
〜
17
時

11
月
29
日
㈰
９
時
〜
16
時

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　市のさまざまな仕事は、市民の皆さんが
納めた税金を始め、国・県からの支出金や
市債（借入金）などを財源として行われてい
ます。26年度決算の概要をお知らせします。
※金額の単位をそろえるため、原則１万円
未満を四捨五入しています。このため、公
表した関係資料と異なる場合があります。

一般会計

　
八
千
代
市
の

お
知
ら
せ
し
ま
す決
算


